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１．研究計画の概要 
 本研究はこれまでパソで蓄積されてきた
地上部の現存量及び成長量データに加え、地
下部現存量や細根の回転率、撹乱による枯死
木の蓄積と分解も考慮し、熱帯雨林の炭素収
支を生態学的な手法で再評価することであ
る。具体的には、（１）地下部を含むアロメ
トリー式の確立、（２）細根の現存量と回転
率の実測、（３）枯死木の蓄積と分解過程の
解明、（４）既存データを活用した森林の回
転率増加の検証、（５）熱帯雨林の炭素収支
の時空間的変動とその要因の解析を目的に
研究を行う。 
 
２．研究の進捗状況 
（１）地下部を含むアロメトリー式の確立 
 マレーシア半島部の低地フタバガキ林を
対象に、重機を使った掘り取り調査により、
地下部を含む現存量推定のためのアロメト
リー式を確立した。またパイプモデルを適用
して細根の現存量も同時に推定するアロメ
トリー式も確立した。 
（２）細根の現存量と回転率の実測 
 地下４m までの細根調査を行い、正確な細
根現存量の推定をおこなってきた。またイン
グロース法を用いた細根の回転率の研究も
進んでいる。 
（３）枯死木の蓄積と分解過程の解明 
 枯死木の分解過程を組み込んだ森林生態
系としての炭素動態のモデルを開発中であ

る。 
（４）既存データを活用した森林の回転率増
加の検証 
 長期データ（1994-2010）を整理し、デー
タベース化して、回転率の計算を進めている。 
（５）熱帯雨林の炭素収支の時空間的変動と
その要因の解析 
 現存量の地形依性やサイズ依存性が明ら
かになりつつある。これらの結果を基に炭素
収支の時空間的変動を解析する予定である。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している 
（理由） 
 当初の計画の各項目とも３年間に順調に
進展しており、国際誌に論文が受理されるな
ど成果は順調に上がっている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 予定どおり、以下の項目の研究を進める。 
（１）地下部を含むアロメトリー式を基に現
存量の時空間的変動を解析する、（２）細根
の現存量と回転率の実測、（３）枯死木の蓄
積と分解過程の解明、（４）既存データを活
用した森林の回転率増加の検証、（５）熱帯
雨林の炭素収支の時空間的変動とその要因
の解析 
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